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:いま話題の「水稲の再生三期作」とは?:
霜が降り始める11月。当市農業委員の加園秀信さんの圃場で2回目の

稲刈りが始まりました。

水稲の再生二期作とは、つくば市の農研機構が研究・開発した新しい農

法で、稲刈りをしたあとの切株や根本から再び生えてくる「ひこばえ」をもう

一度収穫するというものです。これまでは、気候が温暖な西日本での栽培

事例が多く見受けられましたが、昨今の温暖化に伴い北関東地方でも実現

に向けた取組が進んでいます。加園さんの圃場では、農研機構と協力し、

昨シーズンから再生三期作の実証栽培を行つています。再生二期作の二期

目の収穫量は一期目より劣るものの、通常どおり収穫した一期目と合わせれ

ば収入増が見込まれるため、農家の収益向上につながる農法として注目さ

れていますが、実証栽培を通じて新たな課題も見えてきました。

<<領 3ベージに記事が続きます

ぼ市長に意見書を提出しました

ぼ
く
合同視察研修を実施しました

げ
弦
農地利用意向調査を実施しています

げ
杖
第2回農業担い手講習会を開催します

ば 地域計画に位置付けられた農地の転

用について

ば ソーラーシェアリングのガイドライン
があります

ぼ水稲再生三期作につして

ド 気になる!農家インダビュー

ぼ各種お知らせ

な内容



第64号 農委だよりつくば 令不□8年 1月 (2)

令和7年 9月 29日 、五十嵐市長に「令不□8年度つくば市の

農業施策に対する意見・要望書」を提出しました。この意見書

は農業委員会等に関す |の 「イ

る法律第 38条第 1項に 予

基づくもので、農地利用

の最適化を効率的、効

果的に推進するための

施策の改善について、

具体的な意見をまとめた

ものです。

五十嵐市長 からは

「頂いた御意見・御要望

はごもつともであり、全

てにおいて取り組んでい

きたい。」との所感を頂

きました。今後も、つく

ば市と連携を図りながら

農地利用の最適化を推

進してまいります。

意見・要望書提出の様子

こ

―

E

意見交換の様子

関|する.

|しま|し,た |

主な内容は以下のとおりです。

田 農地の保全と有効利用対策

鰺 経営改善支援策の強化

の 農地の基盤整備等の推進について

日 担い手・ 経営対策

鱒 経営改善支援策の強化

② 新規参入促進による持続可能な

農業構造の実現

◎ 農業新規参入を加速化する農地

マッチングシステムの構築

口 持続可能な地域農業の確立

籟 地産地,肖の促進

② 鳥獣被害への対策強化

□ 環境に配慮した農業への支援

◇ 有機農業の普及推進

② 気候変動に対応した農業の普及

推進

1

■  ■

合同視察研修を実施しました

他自治体の先進的な取組を学ぶため、農業委員と農地利

用最適化推進委員による合同視察研修を実施しました。今年

度は、神奈川県のいちごよこすかポートマーケット様、千葉

県のヨシダ米屋様、及び道の駅保田小学校様を訪問しまし

た。いずれの事業者様におかれましても、単なる販売や飲食

だけでなく、「知ること」や「体験すること」に重きを置いて

おられ、大変参考になりました。I見在つくば市でも「道の

駅」の整備計画が進行しておりますので、得られた見識を市

の農業発展に活かしてまいります。 視察研修の様子

農地|の利用1意向1調1査を実施しています

今年度の農地利用状況調査の結果、再生利用が可能な遊休農地と判断された農地

の所有者の皆様へ、郵送または訪間にて今後の農地の利用意向をお伺いしておりま

す。農地の保全と利活用推進のため、御協力お願いいたします。

再生困難になる前に!農地の利用方法を考えましょう。

農地の賞倍の相談はお近くの農地利用最適化推進委員まで。 ミ
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第2回 農業担い手講習会を開催します
先輩農業者がどのようにして有機農業を実践してしヽるのか、

そのノウハウを学び、有機農業における疑間を解消するための

請習会を開催します。

今年度第2回の講習会で|よ、実際に有機農業を行つている圃

場を見学し、意見交換・交流をしてしヽただく予定です。詳細に

つしヽて|よ、市ホームページ等でお矢[らせいたします。 第1回講習会の様子

十

命 喩

!地域計画の変更が必要な農地転用にご注意ください
農業経営基盤強化促進法の改正により、つくば市 |よ令和フ年 3月に地域計画を策定しまし

た。これに伴しヽ、地域計画に位置付けられた農地の転用を行う場合、一時的な利用に供する

場合を除き、あらかじめ地域計画の変更手続きが必要です。

地域計画変更前でも転用許可にかかる事前相談は開始できますが、農地転用許可申請は

地域計画変更公告後になります。

地域計画の変更手続き開始から、農地転用許可まで4か月から5か月程度時間を要しま

すので、ご注意ください。

地域計画の変更手続きについて|よ、つくば市農業政策課へお問しヽ合わせくださしヽ。

地域計画に

ついてはこちら

ソーラーシェアリングのガイドラインがあります
つくば市農業委員会では、支柱を立てて営農を継続する太陽光発

電等 (ソーラーシェアリング)の農地転用の申請についてガイドライ

ンを策定しております。事業をお考えの方|よ、ガイドラインに沿つた

手続きをしていただきますよう御協力をお願いしヽたします。

ヨラ ム

0● ● ●● ●● ●● ●● ●0● ● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●●● ●● ●0● ● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●0● ●

水稲の再生三期作について 僚.1の続き)

力□園さんの圃場で二期作の品種として選ばれたの|よ新潟生まれの「つきあか

り」。早生品種のため、早く収穫して二期国の生育期間を長く確保できます。三

期作で|よ最初の収穫時に40cm程度の高刈りが推奨されますが、自脱型コンバ

インでlよ 20cm残すのがやつとです。それでも穂lよ 3か月で実をつけ65cm程

度まで成長。収穫の結果、三期目の収量 |よ 1反あたり3俵半となりました。課

題として、一期目の収穫時にコンバインで踏んだ稲 lよ生育

が悪くなる傾向がありました。他にも、二期目の防除の時

期が一期作の圃場の収穫と被つて多忙が生じるとしヽう大

変さもありました。また、現行制度では農薬の使用回数を

一期国と二期国の合計で数えるため、農薬使用基準の再

整理の必要性も感じらイ1ます。再生二期作が広く普及す

る農法となるのか、今後の動向に注目です。 力0園委員 二期目の稲穂

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● Oe● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 0● ● ● Oe● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 0● ● ● ●
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lin新関フードサービス

新関 勉 さん

新関楚 さん

粘り強い自然薯は来養
満点です。

つくばコレクションにも
認定さイlた「自然薯そば」

会
父
の
趣
味
が
転
機
に

新
関
さ
ん
は
、
つ
く
ば
市
で
自
然
薯
の
生
産
か

ら
加
工
、
販
売
、
さ
ら
に
は
飲
食
店
の
経
営
も
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ス
ダ
ー
ト
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は

意
外
な
も
の
で
し
た
。
山
菜
採
り
が
趣
味
だ
っ
た

新
関
さ
ん
の
お
父
様
は
、
よ
く
山
に
行
っ
て
天
然

の
自
然
薯
を
掘
っ
て
は
持
ち
帰
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
家
で
は
消
費
し
き
れ
ず
、
持
て
余
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
居
酒
屋
を
経
営
し
て
い
た
新

関
さ
ん
は
、
余
っ
た
自
然
薯
を
お
客
さ
ん
に
提
供

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
珍
し
い
山
菜
が
特
に
女
性
か

ら
大
好
評
。
こ
の
時
、
自
然
薯
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
自
然
薯
が
畑
で
の
栽
培

も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
先
行
農
家
の

指
導
を
受
け
て
自
然
薯
の
栽
培
を
開
始
。
畑
の
世

話
を
す
る
の
は
主
に
お
父
様
で
、
◆
で
は
そ
の
道

２０
年
以
上
の
容
Ｚ
フ
ン
農
家
で
す
。

鬱
自
然
薯
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に

栄
養
価
が
高
く
、
健
康
に
良
い
と
さ
れ
る
自
然

薯
。
新
関
さ
ん
の
経
営
す
る
飲
食
店
「福
々
亭
」
で

は
美
味
し
い
自
然
薯
と
、
自
然
薯
に
負
け
な
い
こ

だ
わ
り
の
食
材
に
よ
る
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
お
店
に
は
リ
ピ
ー
ダ
ー
も
多
い
と

の
こ
と
。

ま
た
、
自
然
薯
を
使
っ
た
加
工
品
も
販
売
し
て

い
ま
す
。
「自
然
薯
そ
ば
」
は
、
生
の
自
然
薯
を
す

り
お
ろ
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
風
味
と

つ
る
り
と
し
た
の
ど
ご
し
を
実
現
し
ま
し
た
。

「じ
ね
ん
じ
よ
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
は
、
味
の
主
張
が

控
え
め
な
自
然
薯
の
特
性
を
逆
手
に
取
り
、
万
人

に
人
気
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
感
覚
ス
イ
ー
ツ
に
仕
上

げ
て
い
ま
す
。
自
然
薯
の
良
さ
を
引
き
出
す
た

め
、
商
品
開
発
に
は
緻
密
な
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、
新
関
さ
ん
の
自
然
薯
畑
で
は
、
珍
し

い
自
然
薯
の
収
穫
体
験
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
収

穫
し
た
自
然
薯
は
自
分
で
す
り
お
ろ
し
て
味
見
も

で
き
る
と
い
う
、
お
子
様
連
れ
に
も
喜
ば
れ
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
「つ
く
ば
か
ら
自
然
薯
の
魅
力
を
発

信
し
た
い
。」
、
ぢ

く
ば
を
自
然
薯
で
有
名
に
し

た
い
。」
そ
う
語
る
新
関
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
静
か

な
情
熱
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

攀
次
代
に
つ
な
ぐ
農
業

ひ
た
む
き
に
事
業
を
展
開
す
る
中
、
新
関
さ
ん

が
感
じ
て
い
た
の
は
、
農
家
の
高
齢
化
で
す
。
「こ

の
ま
ま
で
は
自
然
薯
を
育
て
る
人
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。」
新
関
さ
ん
は
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
事
業
者
に
自
然
薯
栽
培
を
教
え
る
と
い
う
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
自
然
薯
は

地
温
が
上
が
り
す
ぎ
る
の
を
嫌
う
た
め
、
程
よ
く

日
光
を
遮
る
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
と
相
性
が
良
い
と

考
え
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ソ
ー
ラ
ー
の
事
業

者
は
農
業
に
関
し
て
全
く
の
素
人
。
新
関
さ
ん
は

一か
ら
丁
寧
に
栽
培
指
導
を
し
ま
し
た
。
「収
穫
し

た
自
然
書
は
全
量
を
う
ち
で
買
い
取
る
と
約
束
し

ま
し
た
。
販
路
を
確
保
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
自

然
薯
栽
培
に
挑
戦
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。」
そ
う

し
て
昨
年
初
め
て
収
穫
さ
れ
た
自
然
薯
は
、
通
常

の
畑
と
遜
色
な
い
仕
上
が
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「こ
の
栽
培
方
法
の
取
組
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
、
若

い
自
然
薯
農
家
が
増
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。」
自
然

薯
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
続
け
る
新
関
さ
ん
、
そ

の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

新関フード
サービスさんの
HPはこちら

「自然薯料理福々亭」
つくば市上横場 19フ91

農地台帳・耕作証明の

取得について
窓口での交付には時間を要する

ことがありますので、事前に電話での

交付予約をおすすめします。

11月 15日 (木)
4月 13日 (月 )

2月 13日 (金)
5月 14日 (木)

3月 13日 (金 )
6月 12日 (金 )

3つの要件を活たせばどなたでも加λできます

・年間60日以上農業に従事
・20歳以上60歳未満
。国民年金の第1号被保険者 (保険料免除者を除く)
※60歳以上65歳未満の国民年金の任意加入被保険者も含む

●。全国際業箭間 。●
オールカラーで読みやすい!農業者目線のダイムリーな
情報誌です。

発行日毎週金曜日(B3版 8～ 10貢)  イ
～

―

購読料月700円 (送料込)
発 行全国農業会議所 緑

農地法に基づく許可申請の締切は

毎月20日です。
締切が閉庁日の場合は、直前の開庁日が締切となりますの
でど注意ください。
(窓□受付時間 8:45～ 16:30)

緯
‥

・

・

◎
編
集

●
委
員
長

青
木
　
道
子

●
副
委
員
長

雨
貝
　
洋
子

●
委
　
口貝

本
橋
　
文
男

●
委
　
白員

加
園
　
秀
信

●
委
　
由貝

中
島
　
信
夫

上記に関するお問合せは、農業委員会事務局まで TEL 029‐ 883‐ 1111(代 )
ti

庫 羹
G席

古鱒 m隔 生醐 漸 力 右tl算用 し中 。


